
政独委「独立行政法人評価分科会における平成26年度の取組について」への対応について 別紙

実績 評価

１　政府方針等

○　過去の指摘（勧告の方向性、年度評価意見、会

計検査院指摘等）を踏まえた取組について明らかに

した上での評価（【年度評価の視点】ⅱ関係）

「平成24年度における国土交通省所管独立行政法人の業

務

の実績に関する評価の結果等についての意見について（政

委第38号　平成25年12月16日）」において、「今後の評価に

当たっては、中期目標等に記載された業務等については、

その実施状況を明らかにした上で評価を行うべきである。」

と指摘されたことを踏まえ、中期目標等に記載された業務等

について実施状況を業務実績報告書及び評価調書へ記載

し、明確にしている。

妥当であると認められる。

２　保有資産の管理・運用等

○　保有資産の保有の妥当性について、政府方針、

会計検査院の指摘等を踏まえた評価（【年度評価の

視点】ⅴ関係）

保有する資産について必要最小限となるよう、検査コース数

の削減を行うなど見直しを行っている。

妥当であると認められる。

３　内部統制

○　過去の指摘を踏まえた内部統制の充実・強化に

係る取組についての適切な評価（特に、最近の独立

行政法人をめぐる動き等を踏まえ、ガバナンス機能の

発揮、契約事務の適正化等に係る評価について留

意）（【年度評価の視点】ⅳ関係）

評価調書に記載。 －

４　その他

○　電子化等による業務の効率化に関する取組状況

を明らかにした上での評価（【年度評価の視点】ⅲ関

係）

評価調書に記載。 －

1/1


